
第 1号議案

令和 6年 (2024年 )度 事業報告書
令和 6年 (2024年)4月 1日 から令和 6年 (2025年)3月 31日まで

認定特定非営利活動法人 聖地のこどもを支える会

令和 7年 5月 25日

1.壁超塑E艶弘ユ

巨亜]
2024年度は、23年 10月 7日 のイスラム組織ハマスによる攻撃、イスラエルによる

パレスチナ自治

区ガザヘの報復攻撃で始まった戦争状態にどう対応するか、という課題に直面した。まず、当法人

が手掛けてきた若者の交流を通しての和平を目指す活動は続けられるのか、という問いがあった。

そもそもイスラエル・パレスチナの若者を日本に来させられるのかが問題だった。イ
スラエル側は

ハマスの残虐行為に対して怒りを燃やし、パレスチナ側はガザで民間人が 3万人以上殺害され (当

時)、 帰るべき家は破壊されて恨みを募らせる。そんな中で和解を語 り合 う活動に応募する若者
が

いるのか、という不安を抱えながら議論を続け、実施の方針が固まつたのは 5月 。
「こんな時だか

らこそ和平の望みをつなぐべきだ」との思いからだった。参加者は少なかったものの、お互
いの苦

しみを理解 し合い、友情が生まれた。

一方、イスラエル軍の攻撃にさらされ多数の死傷者が出ているだけでなく、インフラが破壊され

て食料や衣料品、物資の供給が致命的に不足して危機的な段階にあつたガザ
のため、当法人は2023

年 11月 から緊急支援募金を開始した。この活動は24年度も続けられ、人道危機が深刻
の度を増す不

幸な事態が人々の関心を高めた結果、多くの寄付が寄せられた。また、苦境にある
のはガザだけで

なく、ヨルダン川西岸のパレスチナ自治区でも、イスラ
エル軍やユダヤ人入植者による攻撃・暴力

で生活や教育の機会が脅かされているため、西岸
への教育支援も強化することにした。

青少年国際交流事業のもう一つの柱として、日本の若者がイスラ
エル・パレスチナを訪れて紛争

地の実情に触れる「スタデイ・ツアー」を長年実施しているが、25年 3月 の実施目標は戦争
のため、

前年度に続き断念した。普及啓発事業では、SNS発信の強化を目指して引き続き当法人のホーム

ページ (HP)改善を図った。また、当法人の活動経費の一部を賄うために、イスラエル・パレス

チナゆかりの物品販売を、オルガンコンサー トなどの機会を生かして行
った。

(財政基盤 )

―今期の経常収益は 55,615千円 (前年度比 20,622千円増、約 59%増 )と なった。イ
スラエル軍の

攻撃で人道的危機に陥ったガザヘの緊急支援事業を始めたのに対し多額
の支援金が寄せられ、受取

寄付金が 52,124千 円と、前年度の約 1.7倍になったのが要因である。

一「平和の架け橋」プロジェクトについては、申請した助成金のうち、三菱

『

J財団から 50万円

を受け取りことができ、また必死の寄付集めの結果、幸いにも赤字を避
けることができた。

一経常支出は、やはリガザヘの支援金が大きかったが、38,656千円と前年度比
8,216千円増 (約

27%増)と なった。
一認定理0法人が満たすべき要件として、年間3,000円 以上の寄付者が100人以

上いることが挙げら

れる (パブリックサポー トテス ト)。

当法人は、その要件を以下のとおり満たしている。

１

■

636名 (2024年度)707名 (2023年度) ⇒3000円以上の支援者数

(正会員・贅助会員を含む)



第 1号議案
3000円以上の寄付金総額

(正会員費を含まない)
¥26,509,648(2023年度)⇒  ¥49,113,685(2024年度)

教育支援事栞

令和 6年度 (2024年度)は、連帯事務局へは予算額 (3,300千 円)を上回る5,500千円を送金する

ことができた。ガザの惨状に注目が集まる陰で、ヨルダン川西岸地区でも、イスラエル軍や入植者

による攻撃、暴力行為のため「ガザ化」が進んでいるとまで言われる。その結果、生産活動に支障

をきたすなどして生活が苦しくなり、教育費に回す余裕がない家庭が増えており、さらなる教育支

援が必要とみて少しでも多く送金することにした。

1.イ スラエル・パレステナ。日本の若者がつくる《平和の架け橋》プロジェクト

先に述べたように、戦争という困難な状況の中、24年度も夏の平和の架け橋プ
ロジェクトを実

施した。参加者の募集は、これまでのような誰でもアクセスできるSNSな どを使っての公募で

は、互いに敵とみなす相手との対話を決く思わない側からどんな攻撃を受けるかわからないと
い

う心配があつた。このため、過去のプロジェクト参加者と直接連絡を取り、本人か、そ
の紹介者

を募るという形をとった。

プロジェクトの期間は 8月 3日 ～17日 。今年度は長崎で原爆資料館などを見学したり被爆者の

話を開いたりして、原爆という悲惨な現実から
「戦争の愚かさ」を改めて知ると共に、悲惨な体

験をしながら平和実現のために尽くす被爆者や長崎市民の姿に、若者たちは感銘を受けて
いた。

長崎が原爆を落とされた 8月 9日 の平和祈念式典では、主催者の長崎市が駐日イ
スラエル大使を

招待しなかったことで米国大使などが式典をボイコットした。そんな政治的な動きがあ
った中

で、イスラエルとパレスチナ双方の若者が参加したというので
「架け橋プロジェクト」がマスコ

ミの注目を浴び、参加者のインタビューがNHKの 全国ニュースで流された。また、浦上天主堂

で当法人のエルサレム現地スタッフ によるパイプオルガンコンサー トを開催した。

プロジェクトの最後は JICA東 京国際センターで対話や交流をし、平和のメッセージ作成に

取り組んだ。前年度のようにメッセージをまとめられなくなるような意見
の対立はなく、長崎で

の平和と戦争に関する学びをもとに、それぞれの紛争体験の苦しみを分かち合
い、共同で「平和

のメッセージ」をつくった。

2.イ スラエル・パレスチナ スタディ・ツアー 《平 を目う対話の]k》

日本の若者たちに紛争、対立を抱える現地の体験を通して平和に
ついて考えてもらう旅を、25

年 3月 に実施する計画だったが、ガザ戦争のため実施できる状況ではな
いということで、今回も

見送られた。

三ュースレター「オリープの木」は毎年度5月 から2ヵ月おきに4回発行しているが、2024年度

の 2回 目はオルガンコンサー トなどで多忙を極めたことや、平和の架け橋プ
ロジエク トの報告書を

兼ねることにした都合で、 2ヵ 月遅れの 10月 に発行。また、ガザ緊急支援
の募金に合わせた緊急

報告のため、すぐに 12月 号を発行した。2025年 2月 号ではガザ停戦を報じることにな
り、故郷の

ガザを離れざるを得なかった 2人のプロジエクト経験者の便りを載せた。停戦は間もなく破られた。

イスラエル軍の攻撃によリインフラが破壊され、物資が入らず医療活動もままならな
いなどの現

地の鯛状を目の当たりにして始めた募金には、その後も多くの志しが寄せられ
ている。現地への送

2

年目瞭交魔事

ザ 援事



第 1号議案

金は、信頼できるカトリックのエルサレム・ラテン総大司教区に宛てた。オリープの木 24年 12月

号に大司教区の緊急人道支援報告の抜粋を掲載すると共に、膨大な英文の報告書を和訳した。

「イスラエルとパレスチナの平和を願 う会」主催のヤクープ・ガザウイによるオルガンコンサー

トが九州、関西、首都圏で合計 11回開催された際、各会場でイスラエル・パレスチナにゆかりの

物品販売をさせてもらった。物品販売はパザーだけでなく、オンラインショッピングを試みたが反

応は少なく、発送など事務局の負担も大きいことがわかった。

2.ヨ墜塞聾三選趣左Z望壺聾巨

(1)

′′〕ヽ
ヽど:=ノ

47aa)b.r(vTut - a*の青少年のための「平和の架け橋プロジェクト」

事 業 内 容 実施期間 実施場所
従事者の

人数

受査対魚者

範囲と人数

事業費

(千円)

今年度の教育支援金は予算額 (3,300,∞0円)を上

回る5,500,000円 を送金 した。ガザの惨状が注目さ

れがちだが、西岸地区でのイスラエル軍による攻撃

やユダヤ人入植者による暴力は激しさを増してい

ため、経済が圧迫されて生活が一層苦しくなってお

教育支援の必要性が高まつている。り、

10月

1月

法人

事務局
3名

イスラエル・

ハ
°
レスチナ

の

子ども達

約140名

6,108

′ 年

事業費

(千円)
従事者の

人数

晏益対彙者

範囲と人数
実施場所実施期日事 業 内 容

一般市民

不特定多数

プロジェクト

参加者

4名
法人事務局

オンライン
2～ 6月

少年交流プロジェクトは長崎と東京で実施するこ

ととし、ヨハネ・パウロ2世財団の共催とJICA
東京国際センターの後援を得たほか、長崎では協力

団体などとの連絡。調整などでカトリック長崎大司

プロジェクト立ち :今年度の青制確立げと協力体

教区に大いに支えられた。

――般市民と学生

不特定多数

イベント参加者

約400名

15名
法人事薔局

教会など

4月 ～
8月

運賃が高騰、参加費をあまり上げることができな

いので航空料金さえ参加費でまかなえず、当法人

の持ち出しが大きくなった。

☆支援者のご寄付に支えられたほか、エルサレム現

地スタッフの によるチャリティ

ーオルガンコンサートなどで寄付を募った。また、

プロジェク ト資 達 :相変わらずの円安で航空

三菱UFJ国 際財団から助成金をいただいた。

日・イ・ノ`

参加者

および

引率者

計 9名

5名
漱鶉局

オンライン
5月～7月

☆日本側 =架け橋プロジェクトやスタ
への参加経験者から、中学 3年生を含む 3人選出。

☆イスラエル・パレスチナ側 =過去の参加者に直接

声をかけ、本人またはその紹介者からイスラエル人

2人、パレスチナ側からはイスラム教徒とキリス ト

プロジェクト参加者募集
ァ イ・ツアー

選 出

教徒 3人を選出+引率者 1人。

5,240
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第 1号議案
参加者

および

引率者

計 9名

7月 オンライン 4名
☆日本側参加者 =イ スラエル・パレスチナ紛争の

現状を学ばせた。

☆イスラエル・パレスチナ側参加者=本来なら来日
前に集まって最初の触れ合いをしてもらうところ

だが、戦争に終わりが見えず、双方の若者が公の場

で顔を合わせることは無理だったため、1回だけリ
モー トで顔合わせをした。

20名 約2千名5～ 9月

九州・

関西・

首都圏

計 11カ

所

チヤリティ■イ_△ント:(資金集めのため)

が福岡・熊本。大阪・神戸・京都 。東京・

横浜の 7都市、計 11カ所の教会で演奏。有志によ

る「イスラエルとパレスチナの平和を願う会」が主

催し、集まった支援金から当法人への寄付が寄せら

☆オルガンコンサー ト=

れた。

30名
長崎市

JICA
棘鴎

センター

田平

8月 4日

8月 17日

」」:!::L::]I!:二」〔:l!:1:!!!!ll:」 !||![IL_::1:::」 :1:≧ ili:::::!ilLl:_1::L」 :::4L::1_:|:::[ヱ」::!)
プロジェクトが始動する直前にイスラエルがイ

ランに滞在中のハマス最高幹部を殺害するという

事件があり、イランによる報復の恐れがあるとし

てイスラエル組が乗る予定だった飛行機がキャン

セルとなった。なんとか代替便を見つけたものの

大幅に遅れ、集合場所の福岡空港への乗り継ぎ便

に間に合わなかった。田平の宿所に付いたのは8

月4日 深夜。波乱の幕開けだったが、心配してい

たパレスチナ・日本の参加者の歓迎を受け、なご

やかな空気が生まれるという「効果」があつた。

田平教会の信徒会館で始まった共同生活では、

山歩きや水泳、温泉、地元の子どもらとの交流な

どを通じて緊張感をほぐし、少しずつお互いの個

性や人柄を知る機会をつくった。

童』』置菫望コ望L」し2L旦2」旦」目」L_
宿所は長崎大司教区のお世話による、お告げの

マリア修道会本部。長崎市では国連への平和大使

を派遣する高校生など市民の平和活動や原爆の後

遺症である白血病についての話を聞いたり、被爆

者が後遺症に苦しみながらも武器による反撃を否

定する言葉に感銘を受けたりした。平和祈念式典

では前述のように、政治的思惑が行き交う中で紛

争当事者のイスラエル・パレスチナの若者が参加

したことが注目された。ほかに宗教者懇話会主催

の原爆殉難者慰霊祭、長崎大司教区主催の平和祈

願祭にも出席し、浦上教会の「被爆のマリア」を

担ぐ行列に参加した。長崎を去る前に、みんなで

折り続けた千羽鶴を爆心地に捧げた。

JICA東 京国際センターに宿泊。それぞれの紛
争体験の苦しみを分かち合い、絆を深める中で

「平

和のメッセージ」を共同で作成。最終日前の16日 に

「平和の架け橋」プロジェクト実施

☆ 日)(13 日～ 17での活動

4
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シンポジウムを行い、一般の人たちとの交

していたが、台風の影響でオンライン形式に切り替

えられた。結果的には、天候に関係なく遠方の人も

参加できたため想定外に多くの支援者やメディア

の人達に聴いてもらえた。戦争状態の中で紛争の当

事者たちが集い、友情が生まれたことに参加者も視

流を予定

聴者も熱い思いを抱いた。

10人
法人事務局

オンライン
2024年

10月

盤目MEコ区型とコリ杢留‐

も報告書の冊子を作る余裕がなくなった。プロジェ

クトの総括や実施の模様、参加者の声をオリープの

ン ン

レ′ ガのオ多数

で 度な ど
△~‐′年局の都合コ トの や事施 務サ 実

木に取り込むことで報告とし、全支援者に送った。

(3)匿及≡発≡ヨ

事彙費

(千円)
受益対彙者

範囲と人数
従事者の

人数
難 新実施期間事 業 内 容

支援団体

及び

支援者

約3000名

他

不特定多数

20名
法人

事務局

5月

10月

12月

2月

:例年のように年 4回、活動

紹介パンフレット、教育支援お願いパンフレッ

同ポスターおよびニュースレター
「オリープの木」

を発行配布した。このほか、今年度もガザ緊急支援

事業のための寄付を求めるチラシを発行した。

印 情報

卜、

物によ

一般市民

不特定

多数

5名
法人

事務局
年間常時

の活動内容を掲載し、イスラエル・パレスチ

のホットニユ~ス を正義と公正と和解を目指す立

場から紹介した。日本語のホーム
ページの改善、リ

ホームページ土SNSによる
ナ紛争

:Pに随時本会

ニューアルにもさらに取り組んだ。

一般市民

不特定

多数

3名法人

事務局
年間常時NC,ot'/, * OANIC) , JICA Partner, NGO Networ

メー : ン

k
ス ト

N00/じ

たお

る 報収関
4-

, 情PO活動通をn の他そaJ. pa
´

`〉

行を動1活び募金よので 広 活動報や冊B上集

際協力

一般市民

不特定

多数

10名
法人

事務局
年間常時

饉菫lg型理L量勤ニインターネット、メ

て、イスラエル・ハ
・レス方情勢に関連する情

を行った。ガザ戦争下の現地の状況や、ガザを離れ

ざるを得なかった過去のプロジエクト参加者の消

息を伝えるなど、緊急支援の寄付を呼びかけるため

ディアを通じ

報の収集活動

の情報収集に力を入れた。

聴衆

約2千名
60名

九州

関西

首都圏

5月 ～

9月

資金とプロジエクトの資金を

て、 によるパイプ。オルガンコン

サートを開催。寄付集めだけでなく、当法人の活動

パイニ 聖地の子どもの教育・オ )fiJ>ar+― 卜:
募ることも目的とし

の意味を訴える機会にもなった。

2,398

(4) ガザ緊急支援事業

″
０

事業費

(千円)
受益対彙者

範囲と人薇

従事者の

人数
実施場所実1鮒lロ事 業 内 容

15,780

ガザ住民

不特定

多数

5名
法人

事務局
通年査生目菫菫堕ぅ」E聖理■ :ガザの窮状を伝え緊急

支援

を求めるチラシを発行したり、オリープの本で支援

に
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の状況や今後もお金がかかることを伝えたりして、

寄付を訴えた。

(5)収益事業

事 業 内 容 実施期日 実施場所
従事者の

人数

受菫対魚者

籠日と人敬

事彙費

仔円)

バザーなど :イ スラエル・パレスチナゆかりの物

品を教会やチャリティ。オルガンコンサー ト、オ

ンラインショップなどで販売。

ョ=上=基金
:イエメンコーヒーの販売。

随時

教会

法人

事務局

オンラ

イン

10名

支援者

など

不特定多数

3,017

ハ
０



特定非営利活動に係る事業

金  額  小計・合計
その他事業

金  額  小■・合計
合計科 目

471 000

108.000
66.000

∞

０

０

52.124.039

52.124.039

52.124.039
0

500.000

500、 0001

0 500.000

2

4

5 そ の の

受取補助金

受ntt g

取

正会員受腋会費
贅助会員受n会費

受取寄附を
施設等受入評価益

1 1.043.6∞
l.013.600

1.470.706

91.0691

L379,6071

2.5:4.386
0

17.49417.404
2.651

14.843
4 36 66.629.860

l.232,1941.020.000

l.020.0001

212.194

1,7.730

14.464
1 28.506.240

51.

3,303.

1.275,

33,

763.

510.

142,

88.

5.500,

15,000,

234,

1.492′

78.

32.

3551

S22.

00

670

200
166.

034.

748.

0001

0001

334‐

0731

9041

9351

2.805.234

;i.7ヽ ,

217.178

19,7261

2.418.488
5.666

42,025

4,650

11.417

1

1

(1

(2)そ

(2)そ

給料手当

役員報酬

退職給 |す費用

福利厚生賣

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費
通勤癸

消耗品費
水道光熱贅
週信運搬安
地代家賃
旅費交通費
会議贅
広告宣伝賓
寄付金
話会,
租税公課
支払手数料
業務委託費
交際費
諸謝金

仕入商
会議贅
旅費交通費
地代家賃
研修費
通信連機費
印刷製本支
消耗品費
諸謝金
支払助成金
支払助成金
支払手数料
業務委託費
水道光熱費

(教育支援)
(ガザ緊急支援)

3.017.428 32.543.668

1,564.6441.564.644

,6.2711

300.000

1.168.370

4,547.229

l?3, ?87
t9,121

238,760
225.000
985,868
33,138

251.250i
20,0001
31,375.

770
49r,069
989,645

18, o4o
64.000

4547.229

6.l11.873

38655541
16.974.328当 |ロ 13.521.020

,6年度損益修正益
益

8.288

( 8.288

災
=損
失

S 28S当 1嘲 C 0

経  理
16.982.616
70.000
5.646.423

法人税、住
■

22.559.039

書式第 14号 (法第 28条関係)

令和6年度 活動計算書 (その他事業がぬ
=登
場合)

特定非 和」 人 地のこども える会

31,311.474

事 業 報 告 用

0 受取勁ユ壼尋

参加料金収益
コー ヒー収益

イスラエル・ パ レステナ場品販売収益
菫 奎

"基

:

1, 琳i l+
盤 螢 つ 用

●1+

|●コ
="
患  日  ‖ 35 638 1

]

r―――――――――

夕ヽ  12 を卜 1+
艦 せ ヽ ■ 日

“

■ 日 絆

|       |
……………τ7嗜π市

』 餃 Tぼ 」 議

“

6-い ■衛



書式第15号 (法第28条関係)

令和6年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 聖地のこどもを支える
`圭位 :円

小計・合計

饉 運:の
~~部

26.073,390流動資1

現金預金

未収金

棚卸資産
前渡金
短期貸付金

|

24,729,9481
178,5001

708,1191

6,8231

450, 000‐

26.073.390[産合 十 ・・・①
固定資月 |

の

(1 ) 形

2) 固

(3) その

車両運搬具
什器備品

ソフトウェア

借地権

敷金
長期貸付金

つ
一

r産合 :十 ・・・CD

26.073.390【A】 資 産 合 計 ①+②

3.514.351

の

，

』

+

1

B-1

3,413,535
30,816
70,000

長期借入金
退職給付引当金

未払金

預り金

未払い法人税等

616期正 財

5,646,423

16 91

8-2

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 26.073,



令和6年度 計算書表の注記 事業報告用

特定非営利活動法人 聖地のことも ,支 え る会

1,重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年11月 20日 ―都改正 2017年 12月
12日 一部改正 NPO法 人会計基準協議会)によつています。
(1).消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込み方式によっています。

2.事業根益の状況

事業別の検益の状況は以下の通りです。

3、 使途等が制約された寄付等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財題は22.559,039円 ですが、そのうち22.197.∞ 2円は、下記のように実途が特定されています.

したがって,途が制約されていない正味財産1ま  田 1,187円です。
〔駆込i(単七,円 )

力● ,■■■ 出

…

n…
"

〔縫き,(はせ:円 )

…

舎針

…

3●

“

日,
…

●

…

■■
… “0様

″デ■●文ニ

06.(Ⅲ

2.6う 1

14.843

0

|

,08.(ゆ (|

52.124.099

1,043.600

1.4'0.736

418.000

66.(Ю 0

6∞.∝Ю

2.651

14.843

で
'

45.124.803

5∞ .α渕

1.470.230

0

0

0

0

0

1,043,600

(,

0

0

|

0

0

0

0

()

0

0

0

0

37.8■ .1●

()

0

0

()

0

4.241.6()3

l.043.6(Ю

5∞.∝Ю

0

0

0

.・■Ⅲ. ,_1

0

0

0

|

|

■助会員受政ミ費

受取 和1息

為暮 差笙

雑  収 入

参力「i費

売上高

66.629.869

“

.139.1" 7,490.?∞1,470,7363,039.21 37.8“ ,1つ

3∝).|

1.564.644

…̈………鴨
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|
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■
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251,
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1ユ

20.|
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0

22,

∝Ю

11 787

1.1

=

0・ l,.■ ,Wil

¨̈.… 1、 1,0,

………1゛型:

………1こ‰ .1蝸

f.418.483

3.699. 196

4.2∞.3∞

1.043.986

1,5C().∝ K

oO.6∞ .000

36.858.703

l".148

9[). 15,

616.115

357.238

781.192

118.357

251.250

33.670

31.375

i70

37.736

0

20.000

l.| :8

18,040

……………!p■i3n

¨̈………1■

2.418.483

217.4

.…………■,".

……………生0"

_¨ ¨ ¨ ¨ _1111

1

0

_11. 1:|:

0

0

0

l,

………lp■ _

"̈¨ ,1■ 11

… … … …
1■ .1

…̈……§1911,1

……̈■471:
98.600

……………
"、

0

30.

61 011

1.

3.

23

…1年

………■

1.612.112

¨̈¨̈………3.ηヱ

…………lo,.m

,17

1ヽ3

0

0

0

0

0

()

0(κ
'

240.0∞

∝IЮE10.

じ6.

6,

22.251

1,.

。̈…1■0"

240.00]

く,

|■0

60…
=テ

…………
p叫≦毀

…………
`56,理

1

………………η
`.

……………鱗
y9

………■0002.92

……………メ傘.■0

……………11?′.`

……………‖1.",

3601000

0

0

0

0

0

………■10、鯛

¨̈¨̈ つ̈,11".

………瓢 距

……■響、Щ

0

0

0

121it,

……蕉,手単………

……■景苺識………

……麟 輌ヒ………

……ユ
=橘
il鵞……

難給
……………
人件癸計

“

の他 1経費 )

¨̈業務ま工鵞̈……
¨̈1鷲戦拿………

…̈…含重粛………

……■屁
1鼎●2……

……上疑晏R………

……鷲:彙驚姜鷺……

…‡i4千藩
'…
…

……通1言準燿鵞……

……■ヽ 家魚………

……′ヽ■X熱:彙………

……ヌ11勲感禽………

……重
「
F青■_
ユ1,:鷲 …̈……

………驚含ス…………

……‡墜彙……………
¨̈ ,̈■會…………̈

……公私公鳳………
菫景……………

(人件費)

七入ヽ

6. 111.8733.017.4232.098.03b15.780.048 6.24o.0356.108.12

l.378.857 16.97,,32815.596.471△ 2.398,005 △ 1,646.0220.064.131 646.168
`生
 3.069. 101

0 0 0

0

0 1.470.736

0 0

11.16

0 0

0

0 0

88.7椰 0 0 88.74

0 う1.351 0 33 13.

(

0
183 16

0

70.29 S.789 191(Ю
`

2E 25 43.9騒 12.021

3∝i CO 4=).(XЮ

19 721

0 0

0 0 0

38 67. 0 0

0 0 0 0

O

0 0 0 0 0

770

0 32.93

4 880.031 2.805 23. 31 311 47.

経 生 ,F計



教育支援事業に親
おょび″ザ緊,支
援)

2.657.084 40.380.220 21.888.170 21.652.734

交流事業 (平和の懸

け橋プロジェクトお

よび平和を願う対話

の旅)

0 5,735.203 6.240.036 3`6.1(8

合計 2.657.684 46.663.423 27.128.206 22.197.903

4.役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近競者との取引は以下の通りです。

■ 目 ■■■■中口
"“`
内、■■と0■馴

(活動計算書)

地代家賃

活動計算書計

1.500.000 l.500.000

l.5(X).0(X〕 1.500.(XЮ

5.そ の他特定非首利活動法人の資産.負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか

にするために必要な事項

・ =葉費と管理
'の

核分方法

各事業の経費及ひ
・事業■と管理費に共通する経費のうち.給料手当、退職給付費用、福利厚生,及ひ

・通勁費

については従事割合にこつ
・
き按分しています。

・前翔損益修正益については、2023年度末に計上した未払金8.288円を修正しています。



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和6年度 財産目録
事 業 報 告 用

のこども える会特定非営利活動

現金預金
手元壕金
ゆうちょ燎行
ゆうちょ銀行口座
振書口座 
振薔口庭 こともマークツト
普通預金
三菱UFJ銀行 

_________=:ヨ 壼三EI菫 :::`::__ , ____________

24.729.948

1'3.5001

■― 708. 119

6.823

450.0001      450.000

6.Se3

199.471
16.155.390

1   3.595.9461
1 12,207.6041

‐     351.8431
1                   8.375.031

1 5.642.6621
_上___■1咀2燿12L___________
|        1   178.5(К
1   178,5001

未収金
クレジット払い (ロ ボットベイメント)未収金

___E基笙堅!毬墨壼■,
短期貸付金
誤送金分 _ _

1      688.523

19.596      19.596
()|

__OLttL

1   4う 0_∞⊆

貯蔵品
コーヒー

イスラエ

前渡金

切 手分

(ド リップパ ック分 )

ル・ パ レスチナ勁こ品

|■産合,I ・・ ■

――

「

~~~寸

00市事贅所

その

●面運燎具
事業用車

“

i

什暑●品
パ ソコン

長期貸付金
OO銀行

僣地権

ンフトウェア

オペレーションシステム

文書編集ソフト

藪全
OO市事業所

:■,舎■ (

【A】 資 菫 合 針 ①十② 26.073.390

】 ● ● 0

未

士事務所

`ュ

_____      
r」

躍 雰

2.214.557.

1       22.0001

1  10,0001
11.760
30.086

1       50.0501
1     69.900
991.862

13.3201

'~~~可
30.816.

3.410.5351

笙壼分__
源泉薇収税 手数料特納分

籠 ■百 5■
2

1武員

長期僣入金

OO銀 行借入金

【B―
"■
■ 合 計 0+(4 1  3.514.35,

【B-2】 工 味 財
=合
針 【A】 ― 【B-1】 225,9.000

21.612
2.160

6.126
918



書式第 18号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

令和6年度年間役員名簿 J擢鷲詰僧鼎謝寓駈l:鮮ξ鶴潔輛翻譜i躍調
所■

特定非営利 法人 聖地のこどもを支える会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チエックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。(法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)

1 ○理事。監事

.l / r-Yv3 令和6年 4月  1日

令和7年 3月  31日

令和6年 4月  1日

令和7年 3月 31日
井上 弘子

2 ○理事・監事

カヤマユリア

 

令和6年 4月  1日

令和7年 3月  31日

年 月

月

日

日年
中山 夕里亜

3 ○理事・監事

サ トウカツヒロ 令和6年 4月  1日

令和7年 3月 31日

年 月

月

日

日年
佐藤 克裕

4 ○理事・監事

ムラカミヨウイチ 令和6年 4月  1日

令和7年 3月  31日

年

年

月

月

日

日

村上 宏一

5 ○理事・監事

フクシマタカカズ 令和6年 4月  1日

令和7年 3月  31日

年 月

月

日

年 日

福島 貴和

6 ○理事・監事

ヒラキトモヨ

 

令和6年 4月  1日

令和7年  3月  31日

年 月

月

日

日年
平木 朋世

7 〇理事・監事
ナイ トウトオル 令和6年  4月  1日

令和7年  3月  31日

年 月

月

日

日年

内藤 徹

8 理事 。○監事

ヒュウガジツカサ 令和6年 4月  1日

令和7年 3月  31日

令和6年 4月  1日

令和7年 3月  31日
日向寺 司

9 理事・監事

午 月 日

月年 日

年 月 日

月年 日



書式第 4号 (法第 10条 。第28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人型墜2二二立二
=
蚤全

氏   名

1 福島 貴和

2 中島紀史子

3 村上 宏一

4 守口 毅

5 阿部 圭子

6 山田 康子

7 堀  正巳

8 渡邊 祀子

9 倉田 昌子

10 平木 朋世

11 葛西 咲子

12 鈴木 典子




